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1.  平成26年4月期第1四半期の連結業績（平成25年5月1日～平成25年7月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年4月期第1四半期 6,268 7.2 171 △20.0 164 △21.1 96 △16.5

25年4月期第1四半期 5,845 △3.0 214 11.6 208 22.0 115 14.2

（注）包括利益 26年4月期第1四半期 96百万円 （△16.2％） 25年4月期第1四半期 115百万円 （18.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年4月期第1四半期 151.81 ―

25年4月期第1四半期 181.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年4月期第1四半期 14,642 3,157 21.6 4,991.15
25年4月期 15,672 3,124 19.9 4,938.42

（参考） 自己資本   26年4月期第1四半期  3,157百万円 25年4月期  3,124百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

平成26年４月期（予想）の配当金については、平成25年11月１日を効力発生日として、１株につき10株の割合で株式分割を行う影響を考慮しております。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年4月期 ― 100.00 ― 100.00 200.00
26年4月期 ―

26年4月期（予想） 100.00 ― 10.00 110.00

3. 平成26年 4月期の連結業績予想（平成25年 5月 1日～平成26年 4月30日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
１株当たり当期純利益については、平成25年11月１日を効力発生日として、１株につき10株の割合で株式分割を行う影響を考慮しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,794 2.5 295 2.3 266 2.7 149 2.9 235.49
通期 28,480 2.8 747 2.1 688 2.4 388 △12.3 61.32



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注事項等については、【添付資料】Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご参照く
ださい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年4月期1Q 638,874 株 25年4月期 638,874 株

② 期末自己株式数 26年4月期1Q 6,163 株 25年4月期 6,163 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年4月期1Q 632,711 株 25年4月期1Q 632,711 株
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（１）経営成績に関する説明 

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州の経済停滞や、中国を始めアジア経済の減速等により先行

き不透明な状況が続いておりますが、政権交代に伴う金融緩和や経済対策等により円安、株高傾向が鮮明になり、景

気は穏やかな回復の動きが見られるようになりました。  

 このような経済状況のもと、当社は、社団法人日本ゴルフツアー機構（ＪＧＴＯ）レギュラーツアーを開催し、当

社及び当社グループゴルフコースの知名度アップを図っております。また、移動体通信関連事業の販売基盤の整備・

店舗運営の効率化、不動産事業の安定収益の確保、リゾート事業の収益基盤の強化等に努めてまいりました。 

 当第１四半期連結類型期間の連結経営成績は、売上高62億68百万円（前年同期比7.2％増）、営業利益１億71百万

円（前年同期比20.0％減）、経常利益１億64百万円（前年同期比20.7％減）、当期純利益96百万円（前年同期比

16.5％減）となりました。 

   

セグメントの業績は次のとおりであります。 

（移動体通信関連事業） 

 携帯電話業界におきましては、携帯電話の加入件数が平成25年７月末現在で１億3,394万台に達しております

（「電気通信事業者協会」より）。スマートフォンやタブレット端末の急激な普及により、顧客ニーズの変化への臨

機応変な対応や、顧客獲得をめぐる競争は激化しております。 

 このような環境の中、当社グループは、店舗近隣への営業活動による集客力の強化及び新規店舗出店の結果、当第

１四半期連結累計期間における売上高は57億78百万円、セグメント利益は２億６百万円となりました。 

  

（不動産事業） 

 不動産事業におきましては、景気の穏やかな回復基調を背景に堅調さを取り戻してきており、当社におきまして

も、市場の変化を敏感に読み取りながら、的確な対応をしております。 

 当第１四半期連結累計期間における売上高は66百万円、セグメント利益は41百万円となりました。 

  

（リゾート事業） 

 ゴルフ業界は、若手からベテランに至るまで幅広いプロゴルファーの活躍により、ゴルフ人気が幅広く波及し、

ゴルフが世代を超え老若男女に親しみやすいスポーツとして捉えられるようになっております。 

 このような経営環境の中、ゴルフコースの品質維持・サービス向上に努め、ゴルファーの快適なプレー環境をサ

ポートし、集客力の強化に努めてまいりました。 

当第１四半期連結累計期間における売上高は４億11百万円、セグメント利益は38百万円となりました。  

  

（２）財政状態に関する説明 

 （財政状態の変動状況） 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、146億42百万円となり、前連結会計年度末と比べて10億29百万円

の減少となりました。これは主に売掛金の減少によるものであります。 

 負債は114億85百万円となり、前連結会計年度末と比べて10億62百万円の減少となりました。これは主に、買掛金

の減少によるものであります。 

 純資産は、31億57百万円となり、前連結会計年度末と比べて33百万円の増加となり、自己資本比率は21.6％となり

ました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成25年６月７日に発表いたしました平成26年４月期の連結業績予想（第２四半期累計及び通期）に変更はござい

ません。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

平成26年４月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年４月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,390,104 2,241,667

売掛金 3,167,250 2,403,409

商品及び製品 715,551 608,826

原材料及び貯蔵品 18,610 25,151

その他 108,556 122,716

貸倒引当金 △280 △119

流動資産合計 6,399,792 5,401,652

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,023,385 3,024,075

減価償却累計額 △1,197,356 △1,223,929

建物及び構築物（純額） 1,826,029 1,800,146

土地 6,617,758 6,617,758

その他 330,914 334,514

減価償却累計額 △186,477 △193,229

その他（純額） 144,437 141,285

有形固定資産合計 8,588,224 8,559,190

無形固定資産 154,597 154,567

投資その他の資産   

投資その他の資産 520,219 518,615

貸倒引当金 △21 △12

投資その他の資産合計 520,198 518,602

固定資産合計 9,263,020 9,232,359

繰延資産 9,756 8,957

資産合計 15,672,569 14,642,969
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年４月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,875,163 2,184,798

短期借入金 2,595,000 2,600,000

1年内返済予定の長期借入金 875,856 827,684

1年内償還予定の社債 139,000 139,000

未払法人税等 142,823 55,181

賞与引当金 45,358 25,665

その他 685,763 638,129

流動負債合計 7,358,963 6,470,459

固定負債   

社債 471,500 471,500

長期借入金 4,364,976 4,195,159

退職給付引当金 11,564 12,616

資産除去債務 43,306 43,315

その他 297,662 291,961

固定負債合計 5,189,008 5,014,552

負債合計 12,547,972 11,485,011

純資産の部   

株主資本   

資本金 693,858 693,858

資本剰余金 832,376 832,376

利益剰余金 1,537,523 1,570,306

自己株式 △43,998 △43,998

株主資本合計 3,019,760 3,052,542

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 104,836 105,415

その他の包括利益累計額合計 104,836 105,415

純資産合計 3,124,596 3,157,958

負債純資産合計 15,672,569 14,642,969
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年５月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年５月１日 
 至 平成25年７月31日) 

売上高 5,845,045 6,268,246

売上原価 4,820,997 5,281,951

売上総利益 1,024,047 986,294

販売費及び一般管理費 809,537 814,689

営業利益 214,510 171,605

営業外収益   

受取利息及び配当金 496 506

店舗開設支援金 15,983 4,728

ゴルフ場施設協力金 2,283 6,155

貸倒引当金戻入額 1,248 170

その他 16,069 10,185

営業外収益合計 36,080 21,746

営業外費用   

支払利息 38,768 28,299

その他 3,655 826

営業外費用合計 42,423 29,125

経常利益 208,166 164,225

特別利益   

固定資産売却益 － 596

特別利益合計 － 596

特別損失   

固定資産除却損 302 －

特別損失合計 302 －

税金等調整前四半期純利益 207,864 164,822

法人税、住民税及び事業税 69,052 53,159

法人税等調整額 23,737 15,608

法人税等合計 92,789 68,768

少数株主損益調整前四半期純利益 115,074 96,053

四半期純利益 115,074 96,053
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年５月１日 
 至 平成24年７月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年５月１日 
 至 平成25年７月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 115,074 96,053

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 260 579

その他の包括利益合計 260 579

四半期包括利益 115,335 96,633

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 115,335 96,633

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。   

   

   

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間（自 平成24年５月１日 至 平成24年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

(単位：千円)

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オリジナルグッズ用品の販売、 

飲料水の販売等を含んでおります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の    

  主な内容 

 （差異調整に関する事項） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

４. 報告セグメントの変更等に関する事項 

（減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年５月１日以

後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これによるセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（セグメント情報等）

   

報告セグメント
その他 
（注)  

合計移動体 
通信関連 
事業  

不動産
事業  

リゾート
事業  

計

売上高   

外部顧客への売上高  5,323,846 79,341 432,041 5,835,230  9,815 5,845,045

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

 － － － －  － －

計  5,323,846 79,341 432,041 5,835,230  9,815 5,845,045

セグメント利益  208,012 46,012 77,577 331,602  3,075 334,677

   （単位：千円）

利益  金額 

 報告セグメント計 

「その他」の区分の利益  

 セグメント間取引消去 

 全社費用（注） 

 

 

 

 

331,602

3,075

－

△126,511

四半期連結損益計算書の経常利益  208,166

平成26年４月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
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Ⅱ．当第１四半期連結累計期間（自 平成25年５月１日 至 平成25年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

(単位：千円)

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オリジナルグッズ用品の販売、 

飲料水の販売等を含んでおります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の    

  主な内容 

 （差異調整に関する事項） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

   

報告セグメント
その他 
（注)  

合計移動体 
通信関連 
事業  

不動産
事業  

リゾート
事業  

計

売上高   

外部顧客への売上高  5,778,637 66,979 411,005 6,256,623  11,623 6,268,246

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

 － － － －  － －

計  5,778,637 66,979 411,005 6,256,623  11,623 6,268,246

セグメント利益  206,342 41,618 38,546 286,508  893 287,402

   （単位：千円）

利益  金額 

 報告セグメント計 

「その他」の区分の利益  

 セグメント間取引消去 

 全社費用（注） 

 

 

 

 

286,508

893

－

△123,176

四半期連結損益計算書の経常利益  164,225
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